
樫原正澄教授　略歴・業績目録

履　　　歴

1951年 1月　大阪府大阪市生まれ

1969年 3月　大阪府立阪南高等学校卒業

1975年 3月　大阪府立大学農学部卒業

1977年 3月　大阪府立大学大学院農学研究科修士課程修了

1979年 5月　大阪府立大学大学院農学研究科博士課程後期課程中途退学

1979年 6月　大阪府立大学農学部助手

1992年 3月　大阪府立大学退職

1992年 4月　関西大学経済学部助教授

1996年 4月　関西大学経済学部教授（現在に至る）

学位および論題

1977年 3月31日　大阪府立大学農学修士

　　　　　　　　　小農の農産物価格理論の検討－「費用価格」水準について－

1990年 3月10日　大阪府立大学農学博士

　　　　　　　　　大阪府における青果物流通に関する研究

主な学会活動

近畿農業協同組合研究会運営員（1990年～2018年）

日本流通学会理事（1993年～2017年）

農業問題研究学会幹事（1994年～2009年）

日本農業経済学会理事（1998年～2000年）

地域農林経済学会会計監事（2002年～2004年、2008年～2010年）

日本流通学会事務局長（2005年～2008年）

日本流通学会会長（2014年～2017年）

日本協同組合学会理事（2015年～2019年）

過労死防止学会会計監事（2016年～2020年）



留学・在外研究

レディング大学（1997年3月～1998年4月）

ロンドン大学（2006年4月～9月）

主要業績

1993年　『都市の成長と農産物流通』（単著）

2016年　『食と農の環境問題』（編著）

1995年　『都市のくらしと農業問題－農業経済学へのアプローチ－』（共著）

1999年　『大阪市農業史』（共著）

2004年　『私立大学の未来－改革と展望』（共著）

2006年　『現代の食と農をむすぶ』（共著）

2015年　『今日の食と農を考える』（共著）

論　文　「農民層分解と農民階層規定に関する一考察」（1978年）他63点

その他　「農業特産地域における農業後継者等の実態調査」（1978年）他20点


